
学習意欲が高まる陸上競技の指導

~課題解決学習を中心に~

安達直幸

はじめに

健康ブームにのってウォーキングやジヨギングを

する人が多くなり、町中でも毎日のようにその姿を

見かけるようになった。この人達は、自らの健康や

体力についてどこかで見つめる機会を得、どうすれ

ば良いのかを考え、その結果歩いたり走り始めたの

ではないだろうか。ここには「運動する」という手

段によって、「健康の維持・体力の増進」といった

目的を達成しようとする関係を見ることができる。

では、学校体育においてはどうであろうか。中学

生という時期、「運動する」ことは手段ではなく目

的の場合がほとんどである。現在では、生徒の個性

を伸ばす学習形態として『選択制授業』が導入され

るようになり、自らが選んだ運動を行うことができ

るため、運動することそのものが楽しかったり、友

達と一緒に学習するなかに喜びを見いだすことがで

きる。

しかし、ややもすると種目を選ぶことの喜びは感

じることができても、生徒が学習の進め方がわから

なかったり、技術の高まりを感じないまま意欲を失っ

たり、あげくにはその種目を選んだことを後晦する、

場合もある。

そこで、今回は陸上競技種目選択の実践を取り上

げることにする。陸上競技は種目が多く、選択制授

業には良い教材ではあるが、生徒の興味や関心があ

まり高くなく、敬遠されがちである。

そこで、どのようにしたら生徒が目標を見失わな

いで学習を進めていくことができるのか、またやっ

てよかったという充実感を感じることができるのか

について、実践を通してそのあり方を探ってみるこ

とにする。

る。しかし、生徒の自主的な計画や活動を引き出す

教師の手だてが不十分であったことに加え、技術の

向上はもちろん、練習計画を練る力やグループ学習

の確立といった、その後の選択制授業にかかわる基

本的な力を身につけるには及ばなかった。

そこで同じ陸上競技の単元において、どのように

したら生徒が自分の課題を解決しながら、自主的

意欲的に活動することができるのか、その指導過程

を実践研究するものである。

など

2.研究の基盤

①選択制授業に関する考え方

本校では、 3年間を通して選択制授業(選択的授

業)に取り組むことができるよう、カリキュラムの

中に取り入れている。

選択的授業は選択制授業にむけての「学び方の学

習」の場であり、選択制授業は生涯スポーツに向け

ての「学び方の学習」の場と考えている。「学び方

の学習」とは次にあげる学習を意味する

1.研究のねらい

本研究は、 2年生男女による選択制授業(陸上競

技種目選択)に関するものである。自身のこれまで

の実践として、同単元では「意欲的に取り組む選択

制授業に関する一考察」と題し、単元の構成を工夫

し、得点換算表を使用しての学習を行ったものがあ

選択的授業においては

目標や課題の持ち方

計画の立て方

グループノートの記入の仕方

リーダー、フォロアーのあり方

話し合いの仕方

練習の仕方

選択制授業においては

自らが課題発見する方向性

課題を自力で解決する方向性

②構想と研究対象

このことをふまえた上で、本単元では次の点にポイ

ントをおき学習を進めていけば、生徒が自主的

欲的に活動するのではないかと考え、実呈美してみた。

学習課題や問題点を明確にする。

教師が課題別練習例や練習例を示す。
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など

研究対象は 2年生男女154名(男子80名、女子74

意



名)であるが、 1・2組及び3・4組が合同授業のた

め、それぞれ男子40名、女子37名の学習である。 言

定種目は、 1年時に基本的な学習経験があり、グルー

プ学習が容易であると考えられる種目として「りレー」

「走り幅跳び」「長距離走」の3種目を設定した。以

下は選択者の人数とグループ数を表している。

種目

クラス

リレ

走り幅跳び

長距籬走

安

嘘

男

達

0ぎさη

2組

女子

13( 3)

4( 1)

23( 5)

直 幸

!,.楓習"詔之興庁, A ad 0 を!

10( 2)

14( 3)

13( 3)

3.課題や問題の明確化

個人の課題を明確にすることは、何を意識して学

習を進めていけば良いのかを、具体的にすることが

できる。個人の課題がはっきりすると、友達同士で

もどこに視点を置いて互いにアドバイスし合えば良

いのかを明確にすることができる。

また、グループとしての課題を持つことは、その

グループが今後どのような計画で学習を進めてぃけ

ば良いのか、その方向性を確認することができる。

自分たちの計画した活動がうまくいったのか、実際

の活動からどのような問題や課題が出てきたのかが

明確になれぱ、次の活動計画を立てる上で重要なポ

イントとなる。以下は走り幅跳びで使用した個人の

課題を明確にさせるためのチェックポイント表と、

長距離走、りレーの学習力ードである。

男

学習力ード

4組

女子

9( 2)

3(わ

28( 6)

(単位:人)()はグループ数

14( 3)

14( 3)

9( 2)
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4.課題別練習方法の提示

陸上競技に限らず体育科の学習では、「技術の向

上」を目指していくことはとても重要である。この

ことは生徒が充実感や喜びを感じる大きなポイント

である。しかし実際の学習活動がスタートしても、

生徒は既習の練習方法を忘れていたり、課題が見つ

かっても、全習法的な練習に偏りがちな傾向が見ら

れ、記録の伸びゃ技術の向上があまり見られないま

まで学習を終えることもある。そこでグループの実

学習意欲が高まる陸上競技の指導
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バトンを受け渡す感党をつかむ。

ゆっくり疋りながら、渡す乎やもらう 1・をⅢ'認しなが",

バトンを受け渡す.

どこの1島さで受け波す0)か。

全貝ができるだけ祠じスピードで止る。

情に合わせた練習を考えるための参考にしたり、課

題別に練習方法を選択することができるように練習

の例や具体的な方法を提示し、グループや個人課題

にあった練習ができるように次のような資料を準備

した。この資料は、これまで自分自身が受け持った

生徒が出した課題や問題点、グループで考えた練習

の方法と、体育実技の本などを利用してまとめたも

のである。生徒に配付するタイミングは、試しの記

録会や測定を終えた後に自分の課題が見つかった時

点で行った。
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5.考察

①学習課題の明確化

「毎時間の学習に対して課題を持って取り組むこ

とができたか」という質問に対して、 4段階の自己

評価を行ったところ次のような結果が得られた。

(単位:人)

種目 性別

安

り幅

び

達

男子

A

リレ

直

女子

幸

B

6

男子

では、どのような課題や問題が出てきたのかをま

とめると次のようになった。

①技術的課題

走り幅跳びの空中姿勢がうまくぃかない

助走スピードが遅い

・バトンパスで走り出すタイミングがわからない

・バトンパスの時に後ろを向いてしまい、まっす

ぐに走っていない

・なかなかタイムがよくならない

呼吸方法がうまくいかない

・同じぺースで走れない

②意欲的、態度的課題

・集合が遅い

学習への取りかかりに時間がかかる

・グループ学習になっていない

・話し合いが特定の人に限られる

市や県の記録が知りたい

設定したコースの距雜が知りたい

体力作りにはどのような走り方をすれぱ'よいの

か

・走る順番が適当かどうか

これらの課題を分類すると、①の「技術的課題」

が多く見られることから、記録を伸ぱしたりタイム

を縮めたいという意識を持ちながら学習してぃたこ

とが予想される。毎時間の終了時に「ここがちょっ

ともんだいかな」という問いかけによって、必ずそ

の日の学習を振り返る時問を設定したため、グルー

プ活動の反省をしたり課題や問題点を話し合う時問

が確保されている。この時間をきちんと確保したこ

とで、課題や問題点などをグループ内で出し合った

り確認することができたのではないかと考える。ま

た、課題や問題点だけでなく良かったことやうまく

できたこと、さらにグループによっては技術ポイン

トなどを書き出し、全員で共通に確認し合ったりす

るところもあるなど、意欲的な活動や話し合いがな

されたことからも、その様子を知ることができた。

しかし一方では、①の意欲的・態度的面において、

グループ内での協力体制に問題があると老えられる

課題が出されている。「グループで協力して計画し

たり活動することができたか」という質問に対して

の評価は次のようであった。走り幅跳びグループに

ついては、男女とも一人を除いて協力できたと答え

ている。これは始めから協力体制仂澱れていたグルー

プが多かったため、大きな変化がなかったと考えら

長距雜走

13

女子

C

0

6

男子

8

D

A・たいへんよくできた B・できたほうだ
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この結果より、全体の84%(A・ B)は自分の課

題を持ちながら学習をしていたことがわかる。特に

女子りレー選択者については94%が課題を持って取

り組めたと答えている。これは主にバトンパスに関

しての課題が多く見られたことからも知ることがで

きる。

逆に女子の長距離走選択者は他に比べるとやや少

なし珠吉果となった。これはいくつかのグループが

「ゆっくり長く走りたい」と計画を立てたものの、

練習がひたすら走るという単調なものになってしまっ

たため、その意欲が長続きせずに活動したのではな

いかと考えられる。

9

女子

松

計

25

升

0

13

8

18

7

2

67

24

8

5

0

記

59

5

3

゛◆三'、、H

24

18

JJ,^J二J、

51

6

器

150

JJJ

靴,之

「 無璽

",'キ『1、.J

難ι饗毎一゛海
,,,'.゛塾ト'

、鄭瓢黒繍鄭

キ'、4

'゛*

轟゛

斡'嚇¥寺

?

盗涯

→ド、、、

ール'夏'シ'
'ε゛^J '、゛

"^

脚竜無倉'
窯患冬拶岐゛

同^^

麺

,

'

之

゛ψ'"喩一戸=地工

C '、÷

1父1篝亀靈゛脚浄 れる。りレーグループでは男子は大きな変化は見ら
, M"◆゛、'」,、÷,υ

れないが、女子ではB段階の生徒に大きな変動が見,1、癌L包゛t゛{セ〕ン"

-50-

'
、

¥
↓

ギ

叩
゛
 
U

ゞ
制

゛

、

走
跳



性別

男子はじめ

A

おわり

女子はじめ

B

4

リ

学習意欲が高まる陸上競技の指導

おわり

男子はじめ

4

C

2

レ

16

2

D

0

19

おわり

女子はじめ

8

13
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5

0

12

おわり

男子はじめ

0

②課題別練習方法の提示

生徒の学習活動は多様化しており、同じ課題が出

てきても、同じ練習でその課題を解決するとは限ら

ない。何もない白紙の状態から練習を考えることは、

生徒のこれまでの経験と創意工夫が相当必要になる。

しかし、この課題別練習方法を提示したことによっ

て、その練習方法を実践するグループが出てきた。

走り幅跳びでは同一課題の内で2つの練習を選び、

どちらでも練習できるように場の設定をし、何度も

その練習に取り組むグループもあった。一方、教師

側もグループへのアドバイスや生徒からの相談を受

けた時、「この方法でやってみたら」とか「この方

法を自分の力に合わせてこのように変えてみたら」

というように、生徒の実態に合わせた指導が可能で

あった。このことは多くの課題に対しての対応がで

きる準備ができており、精神的にも余裕を持つこと

につながった。

個人の技術の高まりが感じられたかどうかについ

て、「自分の能力に適した技術の高まりがありまし

たか」という質問に対して、以下のような結果が果

(単位:人)が得られた。
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られた。協力できたとする生徒(A ・ B )は92%か

ら83%へ下がった。これは生徒の反省から、タイム

を縮めたいと考えていたグループが、初めは練習す

ればするほどタイムの短縮があったが、そのうちタ

イムもあまり変化しなくなり、徐々に意欲がなくなっ

てきたことから、その結果につながったと思われる。

長距離走グループでは男女とも数値に大きな変化は

見られなかった。しかし、協力できないことが多い

と答えた生徒が18~27%いたことが気になる点であ

る。集合が遅いとか話し合いが特定の人に限られる

ということから、学習活動の初めや終わりのまとま

りに欠けたところがあったと考えられる。
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全体としては約78%の生徒が技術の高まりを感じ

ることができたと答えている。授業後の感想でも特

にりレーや長距離走の男子は記録が伸びたことに対

する喜びを書き出している生徒が多かったため、練

習したこと力活己録に結びついていったのではないか

と考えられる。

しかし、走り幅跳びの女子では30%、長距離走の

女子では23%が技術の高まりを感じないまま授業を

終えたと答えている。この生徒のうち走り幅跳びの
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女子は「何度も練習しているうちに疲れてしまい、

記録が伸びなかった」「人のフォームを見てまねし

たが、自分には無理だと思った」というように、努

力はしてみたが結果はうまくかなかったというコメ

ントをしている生徒がいた。このことは、生徒は課

題をはっきりと持ったが教師側の支援が不足してお

り、解決に至らないまま時間が過ぎたと考えられる。

グループ活動の様子をよく観察し、教師の関わりゃ

アドバイスを適宜行わなければならなかったと反省

している。

安

6.まとめと今後の課題

「毎時間の学習に対して課題を持って取り組むこ

陸上競技は他の領域の運動と違い、自分の力力靖己

録やタイムとなって、目に見えるものとして現れて

くる。 1Cmでも1秒でも記録が伸びれば、自らの

動きに何か変化が起きたと考えてもよいであろう。

その変化を生徒自身が実感し、記録の伸びに喜びを

感じることができれば、更に生徒は自分で考え、
二6二

欲を持って練習に取り組むはずである。本単元では、

生徒が自らの課題を明確にすることと、どうやって

その課題を解決していくのか、教師の提示した資料

からヒントを見つけ、グループ学習によってそれを

実現させようと試みた。結果的には全体の70%が

陸上競技の学習にとても満足したと答えており、教

師の主観的判断でも意欲的にグループの活動を進め

ながら学習していたのではないかと考える。今回は

3種目から選択を行ったが、その中でも個々の目的

は異なっており、タイムを縮めるグループもあれば

競争を楽しむグループもある。長距離走の中では、

マラソン大会のためとか、じっくりゅっくり走りた

いなど、様々なねらいを持って学習できるように学

習スタイルをとったことが、生徒の学習意欲につな

がったひとつの要因ではないかと考える。

今回は教師の関わり方や支援の仕方については取

り上げてはいないが、選択制であるからすべて生徒

に任せたままでいいということではない。課題卿絲東

習方法を提示したところ、ある生徒が次のように感

想を述べた。「自分の技術を伸ぱすための練習方法

はわかったが、どんなところに気をつけたらよいの

か、もう少し詳しく知りたかった。」課題別練習方

法資料には練習方法は載せているものの、実際にと

んなところにポイントを置けぱ良いのか、また次の

ステツプに進むタイミングはどうあるべきかなどの

細かいアドバイスは書いていない。生徒の自主的な

達 直 幸

活動をできるだけ重視しつつも、教師が道先案内を

しながら学習を進めていくことで、より技術の向上

が期待できるはずである。

今後は、より生徒の学習を活発にできるようにす

るための教師の関わり方を中心に研究を進め、生徒

がより意欲的に活動できる授業作りを心がけていこ

うと考える。
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